
１　施策の名称等

施策名（基本事業）

3

2

２　施策の現状分析と意図

３　成果指標の達成状況

４　施策の達成状況

Ｂ：計画目標に向かって概ね順調

Ｃ：計画目標に向けて進捗はやや遅れている

Ｄ：計画目標に向け進捗は遅れている

施策の達成度 理由・問題点等 評価基準

Ａ

　奨励金に関しては実績値が年々増えており、各種団体にリサ
イクルの意識が根付いていることが理解できる。また、協力金に
ついても達成率は90％を超えており、今後も周知をすることとし
目標に向けて順調に推移していると判断した。

Ａ：計画目標に向けて順調に推移

実績値

目標値

進捗率

  

目標値

実績値

進捗率  

  

目標値

進捗率

協力金対象資源受入量
資源集団回収の協力金対
象資源の重量（㎏）

目標値 370,000 291,000 291,000 291,000

実績値 291,273 276,898 269,806 -

進捗率 79% 95% 93% -

実績値 496,822 493,434 507,126 -

進捗率 89% 107% -

実績値

 

 

奨励金対象資源回収量
資源集団回収の奨励金対
象資源の重量（㎏）

目標値 560,000 461,000 468,000

108%

施策の課題

　快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に
支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成していく必要がある。当
市の廃棄物処理施設の残余容量は非常にひっ迫しているため、リサイクル率をもっと底上
げして処分場での埋立量を減らす必要がある。

502,000

成果指標 指標の説明 区分 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
目標年度
（26年度）

施策の対象、意図（誰、何をどの
ようにしたいのか）

　廃棄物の発生抑制（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用（Recycle）からなる３R運動の
推進により、市民と事業者が過剰包装の廃止、生ごみの堆肥化や製造・流通・消費の過
程で見直しを行うことにより、ごみを「つくらない」、「ださない」こと、また、資源を分別して排
出することで、ごみ発生の抑制と資源化を図ります。

施策の現状（現状どのような手段
を講じているか）

　ごみの減量化推進と資源の保護・再生のために資することを目的として、資源（紙類・金
属類・びん類・缶類）を、営利を目的としない各種団体が、回収を行うと回収した量等に応
じて、奨励金を交付する。また、資源の回収を受け入れた業者には、受け入れ量に応じて
協力金を交付している。

３Ｒ運動の推進

総合計画の位置づけ
基本目標 自然と環境にやさしく快適で安全なまちづくり

主要施策 循環型社会の形成
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５　今後の方向性

６　外部評価の意見等

７　2次評価の意見等

８　施策を構成する事務事業

（１）Ｈ24年度実施事業

妥当性 有効性 効率性 公平性 達成度 評価

1 ａ ａ ａ ａ ａ Ａ 　

　

 　

 

（２）その他の取組（既に終了した事業や予算を伴わない取組等（１）以外の取組を記入してくだい。）

  

名寄市環境衛生推進員によるごみの分別指導

 

 

 

   

ごみ減量化推進事
業

資源を集団回収した団体
へ奨励金として支援及び回
収に協力した業者へ協力
金の支援。

1,922

   

約80団体の協力により順調に推移しており、今後もごみの減量化・リサイクル推進のため継続した取り組みが必要。

事業
番号

事務事業名 事業の概要 H24決算額

1次評価
外部
評価

2次
評価

今後もごみの減量化・リサイクル推進のため各種団体へ周知等しながら取り組みを継続していく。
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